





































































































わが身の存在の基本的構造の十二因縁を十分会得して、 根本的な無知の種子をぬく。行為のはたらきによる生ずることも こらず除いて、他人の教を聞かず 自分独自の方法で悟りを得る。
第六他縁大乗心











































と示されているが、 勅命にて撰述し 天長七年 （八三〇） 、 空海五十七歳の頃の著作である。
広論である『十住心論』に引用された経論は、 『大日経』 、 大日経疏 、 『觀佛三昧
経』 、 『灌頂経』 、 『薩婆多毘尼毘婆沙』 、 『十誦律』 、 成實論』 『王法政論経』 、 十住毘婆沙論 大乗同性経』 『文殊問経』 、 『倶舎論』 、 『順正理論』 、 『大智度論』 、 『成唯識論了義燈』 、 『瑜伽師地論』 、 『守護国界主陀羅尼経』 、 『法華経』 、 『四分律疏』 、 『阿毘達磨雑集論』 、 『菩提心論』 、 『理趣経 、 『理趣釋』 、 『六波羅蜜多経』 、 『瑜伽観智儀軌』 、 『金剛頂大教王経 金師子章雲間類解』 、 『新華厳疏』 『華厳五経止観』 、 『圓覚了義経』 、『大乗起信論』 、 『釋摩訶衍論』 、 『金剛頂瑜伽瑜祗経』 、 『一字頂輪王経』があり、 『凡聖界地章』は、今示した経典類を除いても、次の引用経典類を引用されている。『起世経』 、 『倶舎論記』 、 『瑜伽論』 、 『仁王経』 、 『正法念處経』 、 『六十華厳経』 、 『雑蔵経』 、
『十二門論』 、 『八十華厳経』 、 『仁王般若経』 、 『金光明経』 、 『増 阿含経』 、 『成唯識論』 、





これに対して、 『秘蔵宝論』の略論は、 『大日経』 、 『菩提心論』 、 『仁王経』 、 『賢愚因





































































『十住心論』はその構造から心続生の十住心、九顕十密の十住心思想を説いたものであり、この十住心の思想の大要は『大日経』 「住心品」に依って構築されており 空海は、その著『 心論』の「大章序」に、












































る因縁論者と長爪梵志である爪を長くしたバラモンを乗り超えて、高く昇り、声聞・縁覚を超えて広く運ぶ。人法二空・遍・依・円の三性の教えを理解して、自分のとらわれの塵 洗い、慈悲喜捨の四無量心 布施・愛語・利行・同事の四摂法によって、他者を救うことを斉える。阿陀那識である一つの潜在意識の深く微細な働きを考え廻らして、幻化と陽炎のごときものと思って、この考えにひたすら意をそそぐのである。また百由旬四方もあ 大城中に満つる芥子が無くなって、また満たされ、盤石が磨り切れてなくなり、また生ずるような無限 長い年月の修行を必要とし、修行の五位の一つである第一の資糧位においては、間にある三種の退屈に対して心を練磨し、四弘誓願と修行によって、後に生まれかわった身の悟りを仰ぎ望む。第二の加行位に於ては、心を一つの対象に住せしめて平等に継続し、保つことを修して、識のみが真実存在するものであっ 、下界の対象は、識が現れたものにすぎないという唯識無境観に住する。第三の通達位においては、天魔中の王である悪魔の軍営を征って、悪い心の働きであ 賊の頭を敗る。 四 修習 八正道 実践徳目の兵を整然と行動させて、四摂法の一つである同事の助け って仕事をす 縄をもって導き、六神通の選り拔きの騎兵を走らせて、般若 利劔を振り動かし 活動して煩悩 殺すのである。第五の究意位においては、修行の がら よって、世間の爵位である五等の位に昇って、八識 心王を立てるに、常・楽・我・浄の四徳のすべ を っ る。
唯一絶対の究極の真理の悟りは大変静かに治まり、言語による表現を超えた平穏の













んで沢山の種類 ものを一滴の水 中 含ん いる。本当にそれ 同じように、一というものは、百千の数の多いこと 母である。空は現象として存在 も の根本条件である。現象として存在するものは所有 はないが、存在するも として、限りなくさながら存在している。絶対 空は実体が無いということではないが、無空として止まらない。形ある色は、実体がない に違わないから、総じて もの 顕に 、さながら空である。実体のない空は、形あ 色に違わないから総てのも 泯しさながら所有である。この理由によって、 形ある色 りも おさず実体 ない空であり、実体のない空はとりもなおさず形ある色である。総て ものもまたその通りである。どういう物でもそのようで無い 。こ こと 丁度水と波のはなれな 関係に似ているのである。同質の黄金とそ 黄金で鋳造された荘厳具に種種 け ども本質は異ならない関係と同じである。多数と同体という呼び名 義が成り立ち 真実の見方と世俗一般の見方とが、対偏中・尽偏中・絶待中・成仮中の四つ 中が説かれ示される。空の自性に因われ いと観念し、道理を欠いた思慮分別を八つの否定る中道の実践によっ 越える。この時に人びとを悩ませる 煩悩魔・陰魔・死魔 他化自在天魔は戦わないで、両手を後ろ手に縛 、面 前に向けて降伏し 三つ 煩悩













四聖諦を説き、 『方等経』を説いて、人執と法執との二つの垢がついて汚れているのを洗い、後には一乗の教えを説いて、三草（三乗教）二木（二乗）である草に大・中・小の草、大・小の木は不同であっても、雨に潤むされると、総て育って薬用になるように、あらゆる人々 仏性の芽葉を潤す。『法華経』の「序品」では法華三昧である蓮華が泥の中にあっても、清浄な華を咲かせるように、総ての人の本来の性質は清浄であることを観じ、仏の眉間の白毫より浄光を発して、人々に修行によって完成する普く照すことを表わす、かく ごときは、
「方便品」では、声聞・縁覚・菩薩の三乗がそのまま一仏乗であるという、悟りに徹する仏の智慧の深くして無量なること ほめたたえ、 「寿量品」では、仏陀伽耶城近くで成道した釈迦仏である迹門の仏は、実に久遠 昔に成仏した本門の仏に外ならないことを説く。 「宝塔品」では宝塔が地よりおどりあがって、多宝仏 釈迦牟尼仏が七宝の塔に同席して空中に止まることを説き、また「従地涌出品」では 娑婆世界の三千大千 国土が震え裂けて、その中より、無量千万億 菩薩・摩訶薩が、 化四大菩薩である上行菩薩、無辺行菩薩、浄行菩薩 安立行菩薩と共に、地中から現われ出たことを説いている。また「安楽行品」で 法華一乗 法を説くことは 転輪聖王が髻の明珠 解き れ 与えることが明かされ 「普門品」では 観世音菩が無尽意菩薩より供養された瓔珞を分かちて二分と作して、 一分 釈迦牟尼仏 奉り一分は多宝仏の塔に奉ったことが説かれている。 「譬喩品」では 智慧第一の舎利弗が今まで声聞乗と縁覚乗の教えを聞 て悟りを得ていたのに 三乗 聞 て一乗 帰せしむる法華経の教えを聞いて驚き、仏が悪魔に変化したのではないかと疑 「従地涌出品」では、妙覚の仏果を得ようとする位の弥勒菩薩は、本門の正説 なす中で、父は若くして、子 老いたるを怪しんだと説かれてい 。 方便品」 は、唯一 本質である衆生をして仏の知見を聞き示し、悟り入らしめるための よなき真理が かれ、ただ一つの道であ 、一切衆生を平等に仏とならしめ 教えが明ら にされて仏の願いが満足された。かくしてそこで「譬喩品」 は、三車火宅の方便の教える羊車 声聞と鹿車の縁覚をすてて法華一乗である露地の 白牛 に乗せて、速やかに菩提に運ぶと説き、 「提婆達多品」 は、八歳の竜女が宝珠 に奉り、象王である仏はこれを受けて、竜女の成仏 証明 た。 「安楽行品」では 第一の身安楽行は、修行者が真理を悟ってこれを行い、真理を悟らな が親しく修習して に近づくこれが安楽の室宅である。また「方便品」では 是くの如き相、是く 如 の性、是く
の如きの体、是くの如きの力、是くの如きの作、是くの如きの因、是くの如きの縁、是く 果 くの如きの報、是くの如きの本末究竟は十如是観といわれ、心を一つの境界に住せしめる止めと、諸法の実相を究め尽す観とを得る で 十如是は止観の宮殿であるとする。また「見宝塔品」では、法身 住 る浄土である常寂光土永遠の法身仏 多宝如来と、教えを説く分身である報身仏である釈迦 来と一体融通して、永遠に総ての衆生を救済することを表わしてい 。
この住心の悟りの世界は、真理の本体は、よく真の智慧であり、真理の智慧は常







がある。一には顕略の趣旨であり 二には、秘密の趣旨であ 。秘密 趣旨は後に次のように説かれている。これは普賢菩薩の悟りの境地 法門 またこ 法門は大日如来の悟りの一法門である 説かれてい
顕略の趣旨は、かの意味の深遠なものは須弥山をとりまく大海であり、険しく高い






自分の心の心性を悟れば、一心の広大な水が澄んで浄らか る。澄んで浄らかな水は、宇宙観に存在する数限りない影を写すように、自心の究極の根底としての心の仏は、総てのものをみて知 の ある。生きとし生けるものは、 の根本の道理に迷て、生死を繰り返して尽きることがなく、人び は 非常に常態を逸したひどい酒酔いし 自分の心の本性を悟ることが きない である。
慈しみ深い父である偉大な悟りを開いた世尊は、自からの心性に帰るべき道を指し
示した。帰り道 五百ヨージャナ、この心はす わち旅の宿にも譬えられるものであり、旅の宿は常の宿ではなく、あらゆる条件に依ってすぐに移り変わっていく。移り変わってゆくので、定まった処はなく、この理由 、それ自体の定まった本質はない。総 のも はそれ自体の定まった本質が無い で 卑し 退けて、尊しを取る。
このような理由で真如が無明に薫習されて縁起する至極の説、勝義として無自性で




















にしたものも喩えにならないし、 大海の水滴の数も比べることが きないほどである。『大日経』 「住心品」に「悟りはいかなるものか、 言うことには、 実の如く自心を知る」というが、これはこの一句に、量のはか 知れないほど多い意味 持っている。竪には十の重なりを持つ浅い深い意味を顕わ 横には無限の数の広く多 を示している。また『大日経』 「住心品」 は「生に て不生、不生にして生なる心相は諸の仏の大きく広 秘密である。わたしは今 これ 総て明らかにし示します。 」 いうが、言い換えればこれは竪の説である。言うことには、初め雄牛の疑惑 心より、段々に疑惑に背き、悟りに向う上をめざす次第である。 ような次第に簡単にして十 類があり、それはこれ迄 すでに説い とおりまた言うことには、 「また次に完全な悟りの境地を願い求める人は、自己の心 無
限を知ることの理由に依って、身体の無限を知 身体の無限を知る理由に依って、智慧の無限を知る。智慧の無限を知る理由 依って、取りも直さず生存す もの限を知る。生存するものの無限を知る理由に依って、 取りも直さず大空 無限を る」と、 これは取りも直さず横 義であ 生存するものの自分の心その数は無限である。生存するものの常態を逸したひど 酒酔いして悟らず知識せず 釈尊は生存するものの性質に随って、そ 分際 明らか 示したものである。第四唯蘊無我住心 第五拔業因種住心の声聞と縁覚 二乗の人々は、ただ六識であ 眼・耳・鼻・舌・身・ の六種の認識の働きのみ 拠り所とし、第六他縁大乗住心と第七覚心不生住心 法相宗と三論宗 両教はただ 八識である眼識・耳識・鼻識・舌識・ 識 五 と第六 意識と第七の末那識と第八の阿頼耶識 み 示 れ 第八一道無為住心と第九極無 性住心の天台宗と華厳宗 両教は、ただ九識である唯識説で立てる八識 菴摩羅識 加えて九種 識のみを拠り所 し、 『釋摩訶衍論』には十 である、九 に乾栗陀耶を加 説き、大乗経典 王法である 大日経』には無限の心と無限 身体 説く。
このように身体と心の究極を知るは、取りも直さずこれが第十秘密荘厳住心の住んでいるところを明らかにすることなのである。
このようなわけで、 『大日経』 「百字果相応品」にいうことには、 「もし、偉大な悟













































































































きの二劫に望むれば、由し蓮華の盛りに敷くるが如し。若し後のこの二心に望むれば、即ち是れ果復って種と成る。故に経 如是初心佛説成佛因と曰う。前の二劫とは、他縁と一道との二種の住心を指す。後の二心とは真言門の根 究竟との二心を示す。 」 ある。吉田宏晢著
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